
1
2026
Vol.250

編
集
・
発
行

印 

刷

南
阿
蘇
村
役
場
企
画
観
光
課

〒
8
6
9‐1
4
0
4 

熊
本
県
阿
蘇
郡
南
阿
蘇
村
大
字
河
陽
1
7
0
5
番
地
1

U
RL  https://w

w
w
.vill.m

inam
iaso.lg.jp/

E-m
ail  skikaku@

vill.m
inam

iaso.lg.jp

編
集
・
発
行

㈱
城
野
印
刷
所

印 

刷

T
E
L 

0
9
6
7（
6
7
）1
1
1
2

F
A
X 

0
9
6
7（
6
7
）2
0
7
3

1
月
号

お
問
い
合
せ
先 

☎
0
9
6
7（
6
7
）1
1
1
1

Vol.250

み
な
み
あ
そ

広
報

南
阿
蘇
村

令和7年11月30日現在（前月比）

▶新年明けましておめでとうございます。本年も皆さんにとって幸多き一年となる
よう、お祈り申し上げます。 お正月といえば初詣。所説によると、願い事は欲張らず、
一つに絞った方がいいそうです。何をするにも健康が1番だと思うので、私は
2026年も無病息災を願う予定です。▶大相撲南阿蘇場所は大盛況でした。近くで

見て、相撲に夢中になる人の気持ちがわかりました。▶今年は熊本地震から10年を迎えます。復興は進
みましたが、当時の思いや教訓を忘れないよう、これまでの歩みを前向きに振り返りたいです。（田上）

編集
後記

3歳申し込み

村HP

３歳の誕生日を迎えるお子さんを募集します
■応募方法／誕生月の前月5日（5日が休日の場合は5日以降直近の平日）までに、
写真・一言コメント・お子さんの氏名と生年月日・保護者の氏名・連絡先を添
えて役場企画観光課企画係までお申し込みください。また、右記の二次元コー
ドからも申し込みができます。

村の公式インスタグラムを活用しませんか

【お問い合わせ】

村内の事業者や団体の皆さんの情報を南阿蘇村公式インスタグラムで情報発信で
きます。たくさんの応募をお待ちしています。

企画観光課企画係　℡0967（67）1112

南阿蘇村
公式SNS運用中!!

150

LINEメニューでの
受信設定を
必ずお願いします

▲X（旧Twitter）

▲ライン

▲フェイスブック

▲インスタグラム
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南阿蘇村（出身でも可）で、何
かに挑戦している人や頑張っ
ている人（団体）、活躍してい
る人を紹介します。年齢、自
薦・他薦は問いません。
たくさんの応募をお待ちして
います！

【申し込み・お問い合わせ】
企画観光課企画係
℡0967（67）1112

募集しています
「村と人」を

今回は、ご応募がありませんでした。
3歳の誕生日を迎えられる
村内在住のお子さまが
いらっしゃいましたら
ぜひご応募ください。

※メールでのご応募もできます。
skikaku@vill.minamiaso.lg.jp

Happy
 Birthday３さい

お誕生日　おめでとう

大相撲南阿蘇場所での子ども相撲のワンシーン。写真の力士は南阿蘇中学校の生徒と義ノ富士関です。
子どもたちは、力士との取組に力強く立ち向かう姿を見せてくれました。

力士との真剣勝負

みなみあそ広
報

南阿蘇村民憲章
私たちは、多様性を認め合いみんなが誇れる南阿蘇村をつくるため、
この憲章を定めます。

みずと緑あふれる美しい自然を愛し、守ります
ながい歴史により育まれた伝統や知恵を受け継ぎ、伝えます
みんなで描く豊かな未来、やさしさにあふれた村を創ります
あその自然と共に営む暮らしを大切にし、活力ある村を築きます
そして、いつも心に蘇る、私たちのふるさと南阿蘇

里

農業を憧れられる存在にしたい

村長・議長　新年のごあいさつ ❷～❸
大相撲南阿蘇場所　開催 ❹～❺
年末年始（令和7年12月27日（土）から令和8年1月4日（日））における
戸籍（死亡届、婚姻届および出生届など）の届出について ❻
年末年始の診療について（阿蘇郡市医師会） ❻

～トピックス～～トピックス～

　山戸牧場を営む山戸さん。現在は妻と弟と共に、主にあか牛
の繁殖をしていらっしゃいます。もともと祖父母が牛を飼って
いましたが、本格的に就農を決めたのは農学部に在学中の大学
4年生の時。研修先であか牛の飼育方法に感銘を受け、村の支
援も受けながら新規就農者として農業を始め、現在5年目を迎
えられました。現在はあか牛など約80頭を飼っています。初
めは牛の体調管理が難しく失敗することも多かったそうです
が、周りの牧場関係者からアドバイスをもらい、試行錯誤しな
がら飼育を続けてきました。最近は低コストで牛を育てるため
に餌を自分たちで配合したり、市場では価値が低いジャージー
牛のオスを食用として流通できないか模索したりと新しいこと

にも取り組んでいます。また、恩返しの意味も込めて若手の農家の育成にも力を入れていきたいそうです。
　阿蘇の雄大な自然の中で、ブランド力のあるあか牛を育てられる環境にも感謝しているとのこと。最後に山戸さん
は「農業は大変なイメージを持たれるが、楽しいこともたくさんある。未来に繋がる農業を、みんなに憧れられる存在
にしたい」と話されました。さらなる販路拡大を目指し、今後も挑戦を続けられます。

やま と だいしょう

山戸 将大さん（中松三）


